
第
一
章
　「
食
」
豊
か
な
紀
の
川
市
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（
一
）「
食
」
豊
か
な
紀
の
川
市

最
近
、「
食
育
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
機
会
多
く
な
い
で

す
か
？

食
育
と
い
う
言
葉
は
、
明
治
時
代
に
石
塚
左さ

玄げ
ん

と
い
う
軍

医
で
食
養
家
の
方
が
提
唱
し
、
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家

だ
っ
た
村
井
弦げ

ん
斎さ

い
が
広
め
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
わ
く
、「
知
育
、
徳
育
及
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き

も
の
」、「『
食
』
に
関
す
る
知
識
と
『
食
』
を
選
択
す
る
力

を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

間
を
育
て
る
」
…
…
平
成
一
七
年
に
成
立
し
た
食
育
基
本
法

の
前
文
に
書
か
れ
て
い
る
理
念
な
の
で
す
が
、
少
し
か
た
く

る
し
い
感
じ
は
否
め
ま
せ
ん
。
私
自
身
は
、「
食
」
を
通
じ

て
「
命
」
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
「
食
育
」
と
理
解
し
て

い
ま
す
。

平
成
一
九
年
四
月
、
農
林
水
産
省
か
ら
紀
の
川
市
に
赴
任

し
て
感
じ
た
の
は
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
「
食
」

の
豊
か
さ
で
す
。
季
節
ご
と
に
た
わ
わ
に
な
っ
て
い
く
桃
、

い
ち
じ
く
、
柿
、
は
っ
さ
く
な
ど
の
果
物
、
た
ま
ね
ぎ
、
ね

ぎ
、
き
ゅ
う
り
な
ど
の
野
菜
。
家
や
職
場
で
身
近
に
私
た
ち

の
命
の
基
礎
と
な
る
「
食
」
が
あ
ふ
れ
、
め
っ
け
も
ん
広
場

な
ど
の
直
売
所
に
行
け
ば
、
新
鮮
で
安
い
果
物
・
野
菜
が
手

に
入
り
ま
す
。

世
界
で
は
じ
め
て
全
身
麻
酔
薬
に
よ
る
乳
が
ん
手
術
に
成

功
し
た
医
聖
・
華は

な
岡お

か
青せ

い
洲し

ゅ
う

の
顕け

ん
彰し

ょ
う

施
設
「
青
洲
の
里
」
で
は
、

地
場
野
菜
中
心
の
健
康
バ
イ
キ
ン
グ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
囲
ま
れ
た
都
会
の
生

活
に
慣
れ
て
い
た
私
の
子
ど
も
達
も
、
身
近
に
あ
ふ
れ
る

「
食
」
に
大
喜
び
で
し
た
。

こ
う
い
っ
た
紀
の
川
市
の
「
食
」
に
関
す
る
取
組
を
市
の

Ｐ
Ｒ
に
も
活
用
で
き
た
ら
い
い
の
に
と
考
え
ま
し
た
。
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（
二
）「
合
併
市
」
紀
の
川
市

紀
の
川
市
は
、
平
成
一
七
年
一
一
月
に
合
併
し
て
で
き
た

新
し
い
市
で
す
。
和
歌
山
県
の
北
部
に
位
置
し
、
北
は
大
阪

府
、
西
は
和
歌
山
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
関
西
国
際
空
港
か

ら
、
車
で
一
時
間
圏
内
と
い
う
利
便
性
も
あ
り
ま
す
。

紀
の
川
や
貴
志
川
と
い
う
清
流
と
周
辺
に
広
が
る
平
野
、

和
泉
山
脈
や
紀
伊
山
地
と
い
っ
た
山
間
部
な
ど
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
口
は
約
七
万
人
で
、
和
歌
山
県
で
三
番
目
の
人
口
規
模

で
す
。

新
市
に
な
っ
て
か
ら
、
紀
の
川
市
の
京
奈
和
自
動
車
道
・

打
田
Ｉ
Ｃ
（
予
定
）
か
ら
泉
佐
野
市
の
阪
和
自
動
車
道
・
上

之
郷
Ｉ
Ｃ
を
直
結
す
る
「
紀
の
川
関
空
連
絡
道
路
」
を
国
の

直
轄
道
路
と
し
て
要
望
し
て
い
ま
す
。
京
都
・
奈
良
方
面
か

ら
関
西
国
際
空
港
ま
で
最
短
距
離
で
つ
な
ぐ
こ
の
道
路
が
実

現
す
れ
ば
、
関
西
経
済
の
活
性
化
や
産
業
・
文
化
の
進
展
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
二
〇
年
に
策
定
し
た
長
期
総
合
計
画
で
は
、「
い
き

い
き
と
力
を
あ
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り　
夢
あ
ふ
れ
る
紀
の
川

市
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、「
協き

ょ
う

働ど
う

」「
人
づ
く
り
」「
基
盤
づ

く
り
」「
環
境
づ
く
り
」「
行
財
政
」
と
い
う
５
つ
の
政
策
目

標
の
も
と
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

紀の川市位置図
豊かな自然と大阪にも近い利便性をあわせもった紀の川
市。合併して間もないため、ブランド力の強化が課題です。
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市
民
と
の
「
協
働
」
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
な
っ
て
か
ら

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
分
野
で
す
。
桃
山
ま
つ
り
（
四
月
）、

粉
河
ま
つ
り
（
七
月
）、
市
民
ま
つ
り
（
八
月
）、
青
洲
ま
つ

り
（
一
〇
月
）、
産
業
ま
つ
り
（
一
一
月
）
と
い
う
紀
の
川

市
を
代
表
す
る
五
つ
の
ま
つ
り
は
、
実
行
委
員
会
形
式
の
市

民
主
導
の
ま
つ
り
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

旧
町
時
代
は
行
政
主
導
で
あ
っ
た
ま
つ
り
が
、
市
民
主
導

と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
自
ら
紀
の
川
市
の
活
性
化
を

考
え
て
も
ら
え
る
体
制
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。
各
ま
つ

り
で
は
、
市
職
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
す
る
な
ど
市
民
と

市
職
員
の
「
協
働
」
の
取
組
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

赴
任
ま
も
な
い
こ
ろ
、
田
村
武
副
市
長
や
市
長
公
室
の
皆

さ
ん
と
細
野
渓
流
キ
ャ
ン
プ
場
に
ホ
タ
ル
を
見
に
い
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
紀
の
川
市
の
中
心
部
か
ら
小
一
時
間
か
か

る
山
間
地
に
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

幻
想
的
な
ホ
タ

ル
の
美
し
さ
に
は

心
奪
わ
れ
る
ば
か

り
で
し
た
が
、
紀

の
川
市
に
こ
の
よ

う
に
美
し
い
自
然

が
残
さ
れ
て
い
る

山
村
が
あ
る
こ
と

市民まつり
毎年８月に開催される「市
民まつり」は、紀の川
市を代表するまつりです。
公募した実行委員会が主
体となった市民主導のま
つりとして定着しつつあ
ります。

細野渓流キャンプ場
キャンプ場にはバンガローやオートキャンプ
場が完備。川遊びなども楽しめます。
問い合わせ：0736-67-0070
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に
も
新
鮮
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

東
京
な
ど
の
大
都
会
で
は
決
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

美
し
い
自
然
を
市
内
の
随
所
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

「
合
併
市
」
紀
の
川
市
の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
私
が
二
〇
代
に
市
町
村
交
流
で
赴
任
し
た
鹿
児
島

県
末
吉
町
も
近
隣
二
町
と
合
併
し
て
曽
於
市
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
町
村
合
併
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
あ
り
、「
合
併
市
」
紀
の
川
市
へ
の
赴
任
が

決
ま
っ
た
と
き
、
ひ
そ
か
に
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

合
併
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
第
六
章（
一
）『
紀

の
川
の
ほ
と
り
で
』〜「
合
併
市
」
紀
の
川
市
の
現
場
か
ら
〜

で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
三
）「
果
物
王
国
」
紀
の
川
市

紀
の
川
市
は
、
和
歌
山
県
下
第
一
の
農
業
生
産
高
を
誇
り
、

西
日
本
一
の
果
樹
生
産
市
で
す
。例
え
ば
、い
ち
じ
く
と
は
っ

さ
く
は
全
国
一
位
の
生
産
高
、
桃
は
二
位
、
柿
は
三
位
、
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
四
位
（
平
成
一
七
年
）
と
な
っ
て
い
る
な

ど
、
バ
ナ
ナ
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
以
外
は
何
で
も
と
れ
る
「
果

物
王
国
」
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
紀
の
川
市
で
も
、
農
産
物
価
格
の
長
期
低
迷
な

ど
を
背
景
に
、
農
業
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
で
す
。
そ
の
結

果
、
市
内
の
農
地
の
約
一
割
が
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
お
り
、

対
策
が
急
務
で
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
一
九
年
、
Ｊ
Ａ
や
農
業
委
員
会
な
ど
を

構
成
員
と
す
る
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

担
い
手
対
策
、
耕
作
放
棄
地
対
策
、
農
業
基
盤
の
整
備
を
総

合
的
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

紀
の
川
市
の
農
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

そ
の
担
い
手
が
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
担
い
手
が
安

定
し
た
農
業
を
経
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
水
路
や
農
道
な

ど
条
件
が
整
っ
た
優
良
な
農
地
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
耕
作

放
棄
と
な
っ
て
い
る
農
地
は
、
基
盤
整
備
を
行
い
農
地
の
条

件
を
整
備
し
な
け
れ
ば
耕
作
し
て
も
ら
え
る
担
い
手
は
い
ま
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せ
ん
。
全
て
の
取
組
が
総
合
的
・
有
機
的
に
つ
な
が
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
相
乗
的
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

（
四
）
農
産
物
の
販
売
力
強
化

市
内
の
農
家
の
元
気
が
出
る
源
は
、
や
は
り
農
産
物
の

「
価
格
」
が
安
定
的
に
高
値
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た

め
、
紀
の
川
市
で
は
、
Ｊ
Ａ
紀
の
里
な
ど
と
協
力
し
て
販
売

力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
一
が
、
紀
の
川
市
で
と
れ
た
農
産
物
を
紀
の
川
市
で
消

費
し
て
も
ら
う
「
地
産
地
消
」
の
強
化
で
す
。

紀
の
川
市
に
は
、
Ｊ
Ａ
紀
の
里
「
め
っ
け
も
ん
広
場
」
と

い
う
日
本
一
の
売
り
上
げ
を
誇
る
農
産
物
直
売
所
や
地
場
農

産
物
を
活
用
し
た
健
康
バ
イ
キ
ン
グ
で
有
名
な
「
青
洲
の

里
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
で
は
地
場
農
産
物
を

使
っ
た
学
校
給
食
も
有
名
で
す
。
こ
う
い
っ
た
地
産
地
消
の

取
組
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
市
内
で
の
地
場
農
産
物
の
販
売

を
促
進
し
ま
す
。

第
二
が
、
農
産
物
の
市
外
へ
の
販
売
力
の
強
化
で
す
。

平
成
二
〇
年
か
ら
紀
の
川
市
産
農
産
物
の
「
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
紀
の
川
市
長
と
Ｊ
Ａ
紀
の
里
の

組
合
長
と
い
う
、
行
政
と
Ｊ
Ａ
の
ト
ッ
プ
が
自
ら
大
都
市
圏

に
紀
の
川
市
産
農
産
物
を
売
り
込
み
に
い
く
も
の
で
す
。

平
成
二
二
年
度
に
は
、
七
月
に
桃
（
大
阪
）、
九
月
に
い

ち
じ
く
・
柿
（
東
京
）、
二
月
に
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
は
っ

さ
く
（
横
浜
）
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
で
紀
の
川
市
産

農
産
物
の
「
味
」

だ
け
で
な
く「
心
」

を
消
費
者
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま

トップセールス
トップセールスで、紀の川市産農産物の
「味」だけでなく「心」を消費者に届ける
ことができればと考えています。
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す
。ま

た
、
最
新
の
糖
度
セ
ン
サ
ー
等
を
そ
な
え
た
流
通
セ
ン

タ
ー
を
三
箇
所
再
編
整

備
し
ま
し
た
（
農
産
物

流
通
セ
ン
タ
ー
・
東
部

流
通
セ
ン
タ
ー
・
西
部

流
通
セ
ン
タ
ー
）。
最

新
式
の
流
通
セ
ン
タ
ー

の
存
在
は
、
市
場
へ
の

販
売
力
の
大
幅
な
強
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。

平
成
二
二
年
九
月

か
ら
Ｊ
Ａ
紀
の
里
で

黄
色
い
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
カ
ー
を
導
入
し
ま

し
た
。
紀
の
川
市
産

農
産
物
の
「
味
と
心
」
を
消
費
者
の
皆
様
に
直
接
届
け
る
べ

く
全
国
を
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
町
で
黄
色
い
ト

ラ
ッ
ク
を
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

海
外
へ
の
輸
出
に
つ
い
て
も
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

香
港
な
ど
に
紀
の
川
市
産
の
桃
や
柿
の
販
売
を
行
っ
て
い
る

実
績
が
あ
り
ま
す
。

紀
の
川
市
が
関
西
国
際
空
港
か
ら
一
時
間
圏
内
と
い
う
他

の
産
地
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
有
利
な
利
便
性
を
考
え
れ
ば
、

今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
二
〇
年
一
二
月
、
中
国
上
海
の
食
品
関
連
見
本
市
に

Ｊ
Ａ
紀
の
里
と
紀
の
川
市
で
「
あ
ん
ぽ
柿
」
を
出
品
す
る
な

ど
輸
出
促
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
中
国

に
は
な
し
・
り
ん
ご
以
外
の
果
物
は
輸
出
で
き
な
い
状
況
で

す
が
、
柿
の
加
工
品
で
、
中
国
人
好
み
の
と
ろ
り
と
し
た
甘

さ
の
あ
る「
あ
ん
ぽ
柿
」に
は
商
機
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

実
は
、
紀
の
川
市
で
は
明
治
期
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
、

み
か
ん
な
ど
を
北
米
に
輸
出
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

黄色いキャンペーンカー
おいしさをぎゅっとつめこんだ黄色いキャ
ンペーンカー。あなたのまちに紀の川市の
「味と心」を届けます。

農産物流通センター
流通センターの整備が消費者のニーズに的
確に対応する機動力をもたらしてくれまし
た。
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た
だ
、
今
後
の
海
外
輸
出
に
関
し
て
流
通
段
階
で
の
品
質

保
持
の
問
題
な
ど
課
題
は
多
く
、
継
続
的
に
研
究
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

第
三
が
、紀
の
川
市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
た
取
組
で
す
。

紀
の
川
市
の
農
業
の
素
晴
ら
し
さ
に
市
民
が
誇
り
を
も
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
市
外
に
も
情
報
発
信
を
し
て
い
く
た
め

の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
紀
の
川
市
特
産
の
果
物
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
紀
の
川
ぷ
る
ぷ
る
娘
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

六
人
の
姉
妹
で
、
そ
れ

ぞ
れ
、
じ
く
ぷ
る
（
い
ち

じ
く
）、さ
く
ぷ
る
（
は
っ

さ
く
）、
も
も
ぷ
る
（
桃
）、

か
き
ぷ
る
（
柿
）、
き
う

ぷ
る
（
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
）、い
ち
ご
っ
ぷ
る
（
い

ち
ご
）
と
い
う
名
前
も

も
っ
て
い
ま
す
。
紀
の
川
市
特
産
の
果
物
の
み
ず
み
ず
し
さ

を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
三
，
四
五
七
件
の
応

募
の
中
か
ら
こ
の
名
前
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
紀
の
川
市
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
に
向
け
て
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
大
い
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
食
育
と
農
産
物
の
販
売
強
化
を
進
め
る
た
め
に
、

『
紀
の
川
ぷ
る
ぷ
る
娘
の
歌
』
と
い
う
歌
を
つ
く
り
ま
し
た
。

第
七
章
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

付
属
Ｃ
Ｄ
で
も
歌
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

（
五
）
食
育
の
ま
ち
づ
く
り

紀
の
川
市
の
「
食
」
を
考
え
た
と
き
、
一
年
中
果
物
が
何

で
も
と
れ
る
恵
ま
れ
た
農
業
、
地
産
地
消
の
拠
点
で
あ
る

「
め
っ
け
も
ん
広
場
」、
地
場
野
菜
を
中
心
と
し
た
健
康
バ

イ
キ
ン
グ
を
提
供
し
て
い
る
「
青
洲
の
里
」
な
ど
、
食
育
に

関
わ
る
豊
富
な
素
材
が
あ
り
ま
す
。

教
育
分
野
に
お
い
て
も
、
市
内
の
小
中
学
校
で
、
地
元
の

紀の川ぷるぷる娘
「紀の川ぷるぷる娘」は6人姉妹。Tシャツ
やシールなどのグッズのほか、テーマソング
や着ぐるみも大人気です。
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農
家
と
連
携
し
た
給
食
づ
く
り
を
展
開
す
る
な
ど
先
進
的
な

取
組
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
紀
の
川
市
で
は
、
平
成
二
〇
年
九
月
、
農
業

の
振
興
や
地
産
地
消
を
ベ
ー
ス
と
し
た
紀
の
川
市
食
育
推
進

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
と
あ
わ
せ
、
平
成
二
〇
年
二
月
よ
り
、
紀
の
川

市
食
育
フ
ェ
ア
を
は
じ
め
ま
し
た
。
平
成
二
三
年
二
月
で
四

回
目
を
迎
え
ま
す
が
、
食
育
の
啓
発
や
料
理
体
験
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
毎
年
、
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

食
育
推
進
計
画
と
食
育
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で

詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
二
一
年
度
に
は
、
国
の
助
成
事
業
「
地
方
の
元
気
再

生
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

紀
の
川
市
が
医
聖
・
華
岡
青
洲
の
生
誕
地
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
医
・
食
・
観
光
の
連
携
に
よ
る
「
食
育
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
取
組
を
進

め
ま
し
た
。

第
一
は
、
食
育
の
ま
ち
推
進
事
業
で
す
。
地
場
農
産
物
を

中
心
と
し
た
「
食
育
メ
ニ
ュ
ー
」
の
開
発
の
ほ
か
、
米
粉
を

つ
か
っ
た
食
育
創
作
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
、
食
育
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

第
二
は
、
食
育
の
ま
ち
啓
発
普
及
事
業
で
す
。
小
中
学
校

や
保
育
所
で
の
食
育
に
関
す
る
教
育
素
材
（
カ
ル
タ
・
紙
芝

居
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
の
開
発
や
食
育
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

第
三
は
、
食
育
の
ま
ち
宿
泊
体

験
交
流
事
業
で
す
。
食
育
や
健
康

に
こ
だ
わ
っ
た
宿
泊
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
や
農
家
の
語
り

部
研
修
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

事
業
終
了
ま
で
、
市
役
所
を
は

じ
め
Ｊ
Ａ
紀
の
里
、（
財
）
青
洲

紀の川市の食育の取組推移

紀の川市では、順次「食育のまちづくり」を進めてきました。

Ｈ 20	 食育フェア、紀の川市食育推進計画
Ｈ 21	 	地方の元気再生事業
Ｈ 22		 「食育のまち」宣言
Ｈ 22～ 24	「わがまち元気プロジェクト」
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の
里
な
ど
の
団
体
に
精
力
的
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

た
結
果
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
高
の
Ａ
Ａ
と
い
う

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
方
の
元
気
再
生
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
で
詳
し
く

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
仕
分
け
で
地
方
の
元
気
再
生
事
業
が
廃
止
と
な
り
、

次
年
度
の
事
業
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
す
が
、
こ
の
事
業
で
作
成
し
た
食
育
関
係
の
素
材
は
、

そ
の
後
、
紀
の
川
市
で
食
育
を
推
進
し
て
い
く
上
で
貴
重
な

財
産
と
な
り
ま
し
た
。

（
六
）「
食
育
の
ま
ち
」
宣
言

平
成
二
〇
年
の
食
育
推
進
計
画
の
策
定
に
は
じ
ま
り
、
食

育
フ
ェ
ア
の
開
催
、
地
方
の
元
気
再
生
事
業
と
、
紀
の
川
市

の
食
育
の
取
組
は
、
年
々
充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
の
集
大
成
と
し
て
、
平
成
二
二
年
一
二
月
、
紀
の
川

市
議
会
で
「
食
育
の
ま
ち　
紀
の
川
市
」
宣
言
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
近
畿
初
の
「
食
育
の
ま
ち
」
宣
言
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
二
四
年
度
ま
で
、
和

歌
山
県
の
「
わ
が
ま
ち
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
の
採
択

を
受
け
、
紀
の
川
市
の
食
育
を
観
光
や
加
工
な
ど
の
産
業
化

に
結
び
つ
け
て
い
く
予
定
で
す
。

「
食
育
の
ま
ち
」
宣
言
と
「
わ
が
ま
ち
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

紀
の
川
市
の

「
食
育
」
の
取
組

を
こ
の
後
の
章
で

詳
し
く
お
伝
え
し

ま
す
。

平成 22年12月、紀の川市は、近畿初の「食育のまち」
宣言を行いました。

「食育のまち　紀の川市」宣言　推進の柱

１　食事はおいしく、楽しみながらとりま
しょう。

２　生活リズムを整え、バランスのとれた
食生活習慣に心がけましょう。

３　食の安全に対する知識を身につけま
しょう。

４　紀の川市でとれた食材を活用しましょう。
５　食育への関心を深めましょう。
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紀の川市長
　中村  愼司さん

̶紀の川市のまちづくりについての想いは？ー
　紀の川市では、平成 17年の新市発足以来、
旧 5町のバランスにも配慮しながら安全・安
心なまちづくりを行ってきました。紀の川市は
大阪からも近く豊かな自然も残っているので、
車で来て頂ける方も多いと思います。このため、
泉佐野打田線はじめ道路の整備を進める必要が
あります。
̶紀の川市の農業を元気にする方策は？ー
　紀の川市は、バナナとパイナップル以外何で
もとれる「果物王国」といえるところです。し
かし、紀の川市でも農家の高齢化や後継者不足
が大きな問題になっています。農業は天候に大

きく左右されますし、国策による輸入自由化などの影響を受けて、農
産物価格は下落し続けています。基幹産業である農業に元気を出して
もらわなければなりません。
　市としても、トップセールスなど紀の川市産農産物の販売力強化を
進めていますが、これからも、JA紀の里と一緒に農業の活性化に取
り組んでまいります。
　将来の農業を考えた場合、ほ場整備の推進も大切です。貴志川町で
は各地区でほ場整備に取り組んできましたが、今後、打田地区を中心
とした紀の川流域でも取り組んでもらいたいと考えています。
̶食育についての想いは？ー
　「食」は人の体にとって生きる基本となる大切なものです。紀の川
市でとれた安全・安心な野菜・果物を地域で活用する「地産地消」を
進めるなど、これからも「食育のまちづくり」に取り組んでいきたい
と考えています。

「
食
」
は
人
の
体
に
と
っ
て
生
き
る
基
本
と
な
る
大
事
な
も
の
で
す
。

・インタビュー・



紀の川流し雛


